
人
権
擁
護
委
員

　

平
成
23
年
12
月
31
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
堤
氏
を
再
任
。

主
な
事
業

土
地
・
家
屋
台
帳
等
整

備
構
築
電
子
化
事
業

（
１
，６
７
６
万
円
）

　

簿
冊
で
管
理
し
て
い
る
土

地
・
家
屋
台
帳
及
び
家
屋
図

等
（
約
７
６
５
冊
）
を
ス

キ
ャ
ニ
ン
グ
に
よ
り
電
子
化

し
、
登
記
情
報
の
検
索
機
能

を
付
加
し
、
向
上
を
図
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊

急
助
成
事
業

（
５
，０
３
７
万
円
）

　

市
内
で
自
ら
住
居
し
、
か

つ
、
所
有
す
る
建
築
物
の
全

部
ま
た
は
一
部
修
繕
な
ど
、

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
対
象
と

す
る
。
工
事
に
要
す
る
費
用

が
50
万
円
（
税
込
）
以
上
で
、

県
内
業
者
と
請
負
契
約
を
締

結
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

条
件
と
す
る
。
基
本
助
成
と

し
て
、
工
事
に
係
る
費
用
に

15
％
を
乗
じ
た
額
（
最
高
20

万
円
）。
ま
た
、
市
内
業
者

と
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す

る
場
合
は
、
工
事
に
係
る
費

用
に
10
％
（
最
高
10
万
円
）

を
上
乗
せ
す
る
。

芦
刈
小
学
校
建
設
事
業

（
１
億
１
，３
８
３
万
円
）

　

老
朽
化
し
た
芦
刈
小
学
校

の
校
舎
、
体
育
館
並
び
に
給

食
室
の
改
築
を
行
い
、
施
設

を
使
用
す
る
児
童
の
安
心
・

安
全
を
図
る
と
と
も
に
、
学

習
環
境
の
充
実
も
図
る
。
ま

た
小
中
一
貫
教
育
を
見
据
え

た
施
設
整
備
と
す
る
。

三
日
月
中
学
校
特
別
支

援
教
室
棟
増
築
事
業

（
４
，９
７
２
万
円
）

　

平
成
24
年
度
の
必
要
教
室

数
を
試
算
す
る
と
、
特
別
支

援
学
級
２
教
室
が
不
足
す
る
。

そ
の
た
め
不
足
分
を
プ
レ
ハ

ブ
教
室
で
整
備
す
る
。
ま
た
、

駐
輪
場
も
不
足
し
て
い
る
た

め
２
棟
を
増
築
。
既
設
駐
輪

場
に
つ
い
て
も
老
朽
化
し
危

険
な
状
態
で
あ
る
た
め
４
棟

を
改
修
す
る
。

三
日
月
体
育
館
駐
車

場
事
業（

１
，８
５
１
万
円
）

　

三
日
月
体
育
館
へ
進
入
す

る
大
寺
交
差
点
東
の
県
道
川

上
牛
津
線
の
道
路
拡
幅
に
伴

い
、
残
地
を
買
収
し
三
日
月

体
育
館
駐
車
場
と
し
て
活
用

し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
箇
所

は
道
路
幅
が
狭
く
、
歩
道
も

な
く
危
険
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
市
民
の
要
望
も
高
く
、
駐

車
場
確
保
と
併
せ
て
交
通
安

全
確
保
も
図
ら
れ
ま
す
。

平成23年度 一般会計補正予算（第３号）

８億５８１万８千円の追加で
総額 ２０８億１,７３２万６千円

堤　　敏昭氏

　平成23年度９月議会は、９月1日開会、9月21日閉会の21日間行われました。諮問１件、報告１件、
議案第45号～議案第66号までの22件が上程され、その結果、諮問、議案13件については、すべて可決
しました。
　議案第51号より議案第59号までの９件は、閉会中の継続審査で決算審査特別委員会に付託しました。

▲住居のリフォーム現場

▲三日月中学校

▲道幅が狭い大寺交差点東

2小城市議会だより
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「
佐
賀
き
ず
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
義
援
金

付
き
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
発
行
事
業

（
５
０
０
万
円
）

　

東
日
本
大
震
災
後
の
自
粛

ム
ー
ド
を
払
拭
し
、
市
内
及

び
県
内
の
地
域
商
店
等
で
の

消
費
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
に
県
と
一
体
と
な
っ
て

義
援
金
付
き
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
発
行
を
行
う
。

認
知
症
施
策
総
合
推

進
事
業

（
７
５
万
円
）

　

北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
認
知
症
地
域
支
援
推

進
員
１
名
を
配
置
し
、
小
城

市
全
体
の
相
談
・
連
携
業
務

や
支
援
を
行
う
。
ま
た
、
サ

ポ
ー
ト
医
に
よ
る
月
２
回
の

相
談
・
支
援
も
併
せ
て
行
う
。

23
年
度
か
ら
24
年
度
ま
で
県

の
補
助
で
実
施
す
る
。

小
城
市
鉱
害
ポ
ン
プ

維
持
管
理
事
業

（
１
億
８
，７
２
５
万
円
）

　

大
雨
時
に
浸
水
被
害
防
止

を
図
る
た
め
に
設
置
し
て
い

る
排
水
機
場
の
老
朽
化
し
た

施
設
や
、
故
障
し
た
機
器
を
、

計
画
的
に
整
備
・
修
繕
・
改

修
を
行
う
。

意
見
書

意
見
書
第
７
号

「
軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除
措

置
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書
」

可
決
（
全
員
賛
成
）

意
見
書
第
８
号

「
公
共
輸
送
機
関
の
存
続
へ
向

け
、
Ｊ
Ｒ
九
州
等
に
係
る
経
営

支
援
策
等
に
関
す
る
意
見
書
」

可
決
（
全
員
賛
成
）

意
見
書
第
９
号

「
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書
」

可
決
（
全
員
賛
成
）

議案番号 件            名 委員会
付託 結　　果

諮　問 第４号 人権擁護委員候補者の推薦について ― 適任（全員賛成）

議　案 第45号 小城市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例 総 可決（全員賛成）

議　案 第46号 小城市税条例等の一部を改正する条例 総 可決（全員賛成）
議　案 第47号 小城市スポーツ推進審議会条例 文 可決（全員賛成）
議　案 第48号 小城市運動公園条例の一部を改正する条例 文 可決（全員賛成）
議　案 第49号 訴えの提起について 総 可決（全員賛成）
議　案 第50号 工事請負契約の締結について 産 可決（賛成19：反対２）
議　案 第51号 平成22年度小城市一般会計歳入歳出決算認定について

― 決算審査特別委員会付託
閉会中の継続審査

議　案 第52号 平成22年度小城市授産場特別会計歳入歳出決算認定について
議　案 第53号 平成22年度小城市簡易水道特別会計歳入歳出決算認定について
議　案 第54号 平成22年度小城市下水道特別会計歳入歳出決算認定について
議　案 第55号 平成22年度小城市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について
議　案 第56号 平成22年度小城市老人保健特別会計歳入歳出決算認定について
議　案 第57号 平成22年度小城市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
議　案 第58号 平成22年度小城市水道事業会計決算認定について
議　案 第59号 平成22年度小城市病院事業会計決算認定について
議　案 第60号 平成23年度小城市一般会計補正予算（第３号） 総・文・産 可決（全員賛成）
議　案 第61号 平成23年度小城市授産場特別会計補正予算（第１号） 文 可決（全員賛成）
議　案 第62号 平成23年度小城市簡易水道特別会計補正予算（第１号） 産 可決（全員賛成）
議　案 第63号 平成23年度小城市下水道特別会計補正予算（第１号） 産 可決（全員賛成）
議　案 第64号 平成23年度小城市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 総 可決（全員賛成）
議　案 第65号 平成23年度小城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 総 可決（全員賛成）
議　案 第66号 小城市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 文 可決（全員賛成）
意見書 第７号 軽油引取税の課税免除措置の存続を求める意見書

―

可決（全員賛成）

意見書 第８号 公共輸送機関の存続へ向け、ＪＲ九州等に係る経営支援策等に関する意
見書 可決（全員賛成）

意見書 第９号 地方財政の充実・強化を求める意見書 可決（全員賛成）
付託委員会名　総…総務　　文…文教厚生　　産…産業建設

見  本

▲小城市プレミアム商品券（見本）

3 小城市議会だより


